
気候変動にいかに対処すぺきか。

m '- 熱中症を防ぐには

(1)暑さを避ける

(2)こまめに水分補給

(3)急に暑くなる日には要注意

(4)暑さに備えた体作り

(5)その日の体調にも注意

(6)集団生活ではお互いの配慮

n、

災害から身を守るには
(1)気象情報や空の変化に注意

(2)飛ばされそうな物は固定

(3)停電や断水に備えて準備

(4)選難場所・避難'レートの確認
(5)非常持ち出し品の用意

( 6 )高論者や子どもへの配慮
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̃これからの気候にいかに対処すぺきか?̃



極端な気象現象の増加とその影響。 そして更なる気候の変動と被害の拡大。

猛暑日(最高気温35°C以上)の増加

都市化していない地域でも最高気温が35°Cを

超える猛暑日が増える傾向にあります:。
1900年代半ばごろの猛暑日は全国13地点で平

均年間1日程度でしたが、近年は年間平均2日

程度と倍増しています:。
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※折れ線は5年平均、直線は長期的傾向を示す。 o

熱中症患者数は毎年5万人に。

近年、熱中症により救急搬送される人の数は

毎年5万人前後にのぼります:。
熱中症は、暑い日の運動や労働のときだけで

なく、近年は日常生活においても発生していま

す:。

量●日(日最富気●35℃以上)の年聞日最

※全国13地点:都市化のt響が比較的少ないとみられ観珊

所のうち移転の影書がない地点(a定.表都.根室、石考、

山 形.e子.伏木、t根.境、浜国、多度津、名演、石垣島)
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猛暑日は1週間以上も増える!?

最高気温が35°C以上となる猛暑日は、今世紀末

までに1週間以上増えると予測されています;。

特に、西日本や東日本の太平洋側では、10日以

上も増えると予測されています:。

日

温暖化対策を特に行わない場合には、熱中症に

よる搬送者数は、50年後にはこれまでの1.5倍近

くに、さらに100年後には3倍近くにまで増えると

予測されています;。

猛◆日(最高気温35°C以上)の年間日数の変化

※ 2 0 世 紀 末 ( 1 9 8 0 ̃1 9 9 9 年 ) と2,世 能 ( 2 0 7 6 ̃ 2 0 9 s 年 ) の 猛i日 ( 最 高 気 温 3 s°C以上)の年間日数の差

熱中症による患者数は3倍近くに ::
2 . 0

0 . 5

0.0

熟中症搬送者数の変イヒ
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対策を特に実施し

実 施 , し た 場 合

現 状  2 1 世 紀 半 ば  2 1 世 紀 末

( 1 9 8 0 ̃ 2 0 0 0 年 )  (203 1̃ 20S0年) ( 2 0 8 1 2̃ 100年)

※ 出 典 ・ 資 料 ( 5 ) を 元 に 作 成


